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大乗興起時代の代表的な仏にアクショーブヤ (Skt.Ak~obhya ， Tib. Mi 'khrugs 
pa)がいる。この東方妙喜 (Abhirati)世界の主主事者は， 1莫訳では音写して悶閑，間
関騨，意味から不動，無動，無怒などとされる。原意の不動，無動はく間関仏毘土
経) (以下〈間関経))1)によると，悶悶菩薩は憎しみや撰悉がなく，それらによって
心が動じない難行を行ったために，そう命名されたという。この仏の起源は，インド
ラ神や釈迦仏との関係も指捕されたが，詳綿は不明である。この信仰の成立期は，
〈阿関経〉に後i葉支婁迦識訳があるので， 2世紀中頃を下らない。近年，支婁迦識訳
の原語はガンダーラ語ともいわれ，その信仰の原初・展毘地域が注自されている。
根本経典であるく阿閤経〉の構成は，支婁迦識訳では全5章(発意受慧品，悶関仏
科普段品，弟子学成品，諾菩薩学成品，イム般泥沼品)，菩提流志訳では会6章(授記
1) (阿潟経)には現時点で蔵訳と;英訳の存在が報告されている。
[蔵訳書名1
1. Jinamitra， Surendrabodhi， Ye shes sde共訳(9世紀初頭)
'Phags pa de bzhin gshegs pa制 i'khγugs pa'i bkod pa zhes bya ba theg pa ch叩 po'i11ldo (P.大
谷No.760-6， dKon brtsegs， Dzi. 1-80a， D東北 No.50， dKon brtsegs， Kha. 1b-70a *以下
「大谷No.760-6J r東北 No.50Jを省略する。)
2，敦燦本〈防関経)(上記とは別系統。 cf.佐藤 [2001]) 
{蔵訳奥番]
1. r (P.Dzi. 80a4-5， D. Kha. 70a6-7) r霊大さま穏法門十万品jから f阿悶の哀厳の牽jとい
われるもので，日大宝積経j]第6 [重量}が終了した。インドの和尚ジナミトラとスレンド
ラボーデイと主要翻訳師尊者イェシェデが翻訳し，議瀕して，確定した。」
{渓訳書名]
1.後漢支婆迦議訳『悶悶仏国経J(f大正蔵 11，No. 313， pp. 751-764) 
2.唐菩提j定志訳 f大玄穏経 r不動如来会J<r大正蔵J11， No. 310-6， pp. 101-112 *以下，
出典を示す場合にはこの菩提流志訳を出す。)
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荘厳品，仏剥功徳荘厳品，戸間衆品，菩薩衆品，浬繋功f恵品， 1:主生国縁品)，蔵訳は
全6章で各無題である 2)。各章では阿閤仏の前世，彼の妙喜世界の荘厳，そこの声間
衆及び菩薩衆，間関仏の浬繋，そこへの往生が主題となる。
〈間関経〉は阿弥陀仏信仰ないし極楽世界を理解する上でも重要である。(無量寿
経〉所説の，特に極楽世界の荘厳と類似した記述が多いし，さらに撞楽世界の特徴を
表す「仏国土功徳荘厳J(Skt. buddha-bietra-guI)a“vyuha， Tib. sangs rgyas kyi zhing 
gyi yon gtan bkod pa) という語の説明がある。
「仏国土の諸々の功徳、荘厳は特別の誓願 (smonlam gyi khyad par)によって成就
する。舎利弗よ，私が以蔀菩薩行を行っていた持，誓願をたてた通りになったご
とくである。J3) 
ここではく無量寿経> <向弥陀経〉とも共通する，位、盟土経特有の誓願と仏関土の
関係が説かれている。さらに行法においても行者の臨終時における尊格の来迎，死後
に摂取を受け仏関土へ往生する点4) またその柱主主行5)など両者には共通点が多い
2) 渓訳と蔵訳の対応、関係は佐藤 [1997] [1999] [2002]を参照のこと。
3) P. Dzi. 24b5-7， D.Kha. 21al-3， i1ri志p.105a7-9;本経の三主たる対告衆は舎利弗でおる。
4) P. Dzi. 62b7-63b5， D.Kha. 54b7-55b3，流志に明確な対応箆所なし
「舎利弗よ，かの世尊・如来・応、イ共・正等党・仏・問問が以前菩薩行を行っていた持， [か
の1、は]，
1ああ，無上lE等党を等正覚した仏のイム臨土に生またれいと妥む者，彼ら衆生が臨終の
時，声聞のサンガが問縫い菩薩の集いが部前に並び，私も彼ら〔衆生]の閣総に伎し
て，彼ら[衆生]も訟を>tて，心がたいへん欽喜して，忘念なく，心が動じずに{彼ら
は}死んでから，私の仏国ことに生まれますようにoJ
とこのように大誓願をたてたのだから，会利弗よ，議努子，喜子女人のある者のうち，かの苦土
産主・如来・応供・正等党・イム・ i勾協の名号を開いて，防いてから作意して，間関如来の御身
が象JAの菜室毒!fJAに主主られた荘厳を子{俄]作らせるならば，いつか，かの義男子と善女人が
臨終の時， t設尊・如来・応、f共・正等覚・イム・阿潟の戸間のサンガが図綴して，菩薩の集いが
面前にsit.んでお楽しになり，かの[義男子，善女人]もかの世尊・如来・応、供・正等党-
1、・防関が面前に居られるのを見る。そして見てから心が歓喜し，忘失せず，心、は動揺せず，
臨終の持となり，死んでからも役尊・如来・応供・等正覚・イム・間協の仏国土・世間を歓喜
して，そこに生まれるでしょう。
いつか，義男子あるいは養女人が布施の法を行うならば，磁終の持，かの世尊・如来・応、
供・lE等覚・仏./湾問を見て，そして見てからあらゆる際凝が除かれ，その仏国土に生まれ
るでしょう。
舎利弗よ，かのiま尊・如来・応、供・等疋党・イム・何腐は以前菩滋行を行っていた持，
5ああ，私が無上正等党を正等覚した，その仏国土に生まれたいと望む者，彼ら衆主主が
篠終の時，私は戸間のサンガに間務され，菩擦の集いによって函前に殺しく見られる。
[私は]彼らの邸前におり，彼らが私を見て心は信仰 (dadpa) し，忘失せず，心は動
ぜずに死んでから，私による仏国土に生まれますように。j
とこのような謬願をたてた。」
5) P. Dzi. 60b8-61a5， D.Kha. 56a3-7，流志に明確な対応箆所なし
「さらに会事IJ弗よ，この世尊・如来・応、供・正毒事覚・間関の仏国土には，如来の数に入り
*，仏の数に入り*，一切智者の数に入る*菩薩堅苦詞躍の大香象や大牛香象など無衰の菩薩
摩詞薩がし、る。義男子や養女人が無数のそうした者逢の名前を開くなら，さらに彼の仏 ノ
間隙仏に関するチョネ・ダクパシェー ドゥプの信仰と災銭 21 
(cf. L-Sukh. chp. 27 etc.，シSukh.chp. 10) 0 英訳年代から見ると荷経は成立時代が近
く，このニ仏は当初から東西一組の諸イムとして認知されていたとも推測できる (cf.
芳開 [1962])。また関経ともに，伝統的な輪廻説ないし生天説，四向田果説に対して，
浄土への往生とし、う新たな死生観を提示する。さらに，関経の内容は法く流布したが，
大乗の論番に車接的な引用がないこと，後に密教の五仏となったことなども共通する。
次に荷経の相違点であるが， (無量美子経〉では仏国土の誌厳の摂取と浄土への救済
性が統一的に際立って示されるのに対し， (阿関経〉では広告如来からの授記を介し
た向一仏関土の「継永Jと「展開Jが示される上，仏の寿命や浬繋，浄土での女性:の
存在，自己の修行に関する誓願，六波羅蜜の重視など，種々の要素が混在している。
また両経とも初期の漠訳では仏の入滅が説かれるが，後の〈無最寿経〉ではそれが消
えるのに， (何関経〉ではそのままであるなど，仏身観に違いがある。
インド仏教留では阿弥陀仏信仰には及ばないが，何悶仏信仰も広く言及が見られ
た6)。間関仏は7世紀頃の磁伽タントラ(初会金附頂経〉において五仏のうち東方の
金持j部の正尊となり，さらに後期宮、教では大日如来をも凌駕して五仏の中心に位置す
る事例もある7)。さらに修行を重視する性格も相侠って，チベットでは行者として有
名なミラレパ (Mila ras pa. 1040-1123)やゲルク派の開程ツオンカパ (Tsongkha 
pa. 1357-1419) 8)なども間関仏とその浄土やそこへの往生を言及している。しかし後
世になると，一般的に阿弥柁仏信f仰が盛んであったのに対して，他方の悶悶仏信仰は
はるかに弱い。特に中国など東アジアではこの仏に関する著作はほとんどないようで
ある。唐不空訳 f悶悶如来念諦供養法J(大正競J19， No. 921)， rs可関仏心、陀羅尼神
冗 CUx01502V)，r時間仏冗J(P.ch.2104V-17)が，経典を除いて唯一確認しえた
ものである。理由として，阿弥i吃仏は本願による浄土の建立と救済の構造が明確で力
強いのに対して， (間関経)は，出家や持戒など修行を重要視する性楼を含めて種々
の要素が統一されぬまま混在していることが一閣となっているようである。(無量寿
¥国土に懇願をたて生まれようとするなら，あらゆる波羅蜜を含んだ善根を， iを尊・如来・応、
供・正等覚・問問に廻向することによって，日皮らが]彼の仏国土に将来生まれることは揺
るぎないだろうし， [それは]言うまでもない。舎利弗よ，それはまた菩隆康詞践が彼の仏
国土に将来生まれる原慰であり，それはまた条件である。」
* Tib. grangs su 'gro ba (Skt. sa~khyã~ gacchati cf. Mvp. No. 6632 (機本))は， rーと称、
されるJr名付けられる」といった意味となる。原拠では，将来，それらになるとされてい
る。
6) 悶本 [1979]，佐藤 [2004] [2005]等を参照。
7) 類蜜 [1990]p. 314ff 
8) ツオンカパの小品 r~ilJ悶に対する厚長文 (P. 大谷 No.6024) では，過去に広窃仏のもとで
去を高の発心をし，成就した妙喜国の中央にいる阿関仏に対する敬礼が説かれ，間関位、はその
仏道修行の偉大さで無比の存在として称、えられている。
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経)と〈伺関経〉の対告衆をよと較すると，前者は f阿難jr弥勤j，後者は「舎利弗j
である。 r勾難jr日伝勤jは教法の受持，未来世の志向を象機するのに対し， r舎利
弗Jは智慧や空を志向した厳しい修行を連想させる。この配役は間経の:持鍛宅どうまく
おさえたものとなっている。
さて本稿で和訳研究する， r勝者向関の国土の荘厳j(以下 f荘厳J)9) の著者チョ
ネ・ダクパシェードゥプ (Cone Grags pa bshad sgrub. 1675-1748) は，チョネ(現
在の甘粛省にある)出身のゲルク派の僧侶である。故郷チョネ及びラサ賠辺で大いに
活躍し，セラ寺の教科書著者としても有名な学僧である。五部大論(殺若，仁科観，論
理学，律，倶舎)に詳しく，顕密双方に通じ，生涯において300近い著作を残した 10)。
9) 本著者は， rs皆梯J: rGyal bαMi'納mgspα'i zhing 1αmam par ltαbα byed-Zhing 1J!cl!og der 
bgrod pa 'ithem skω (勝者間関の国土を見せるもの かの去を上国に往く階梯一一)と
rFr皆線jの直後に掲載された f阿簡の最上国関門J(1切 'khmgsTα'i zhi切符!chogsgo 'byed， 
Co ne grags pαbshad sgrub kyi gsung 'b!仰!， dPyad gzhi'i yig cha phyogs bsgrigs (天津古籍出
版社(以下 fチョネ会集J))41， 11b司 16b，pp. 174-176) の2つを先に著作していた。 f階
梯jを殆どそのまま用いてそこに?問問の最上国関門jから七支供養と謬綴を含む段を緩み
込んだのが， r荘厳J: rGyal bαMi 'khmgs pa'i zhing bkod (勝者向悶の庖土の荘厳)である。
そのため，荘厳jの読み取り難い箆所は郭酎弟iにより補足可能である(r階梯jの副題に
ある「最上田 (zhingmchog) Jは一般的に浄ことを意味するようであり，今回は向潟仏の東方
妙警世界を指す)。
なお TBRCResource Code : P1629には， r階梯jに相当する著作の別名として，勝者間
関の国土の荘厳・懇願一一グル・ヨーガの類一一-J(Mi 'khrugs pa'i zhing bkod smon 1ω11 
-Blamα1 sogsー )を挙げるo
{奥書1r階梯i
r (l1a5.f.) r勝者間関の国土の荘厳の経典jにある意味をまとめて示したこれは，顕教・密
教と口訣の婆点全てを了解なさり，勝尊に親近する能力をも得たことにより，蕃巧であり成
就した処に数えるにふさわしいシャーキャの比丘ギェルツェン・ペルサンの御言葉により勧
められたことによって，チョネの法相(霊票数)のラマの地位にある該博な論者ダクパ・シ
ェードゥフ。が急いで著作した。吉祥たれ!J 
[刊本所在}
f荘厳チョネ全集 44，1a-8a， pp. 108-111 
f階梯J: rチョネ全集 41，1a-11~ p~ 169叩 174
なお TBRCResource Code : P1629は 1階梯jに相当する著作の刊本所在として二作挙げ
る。版本の対応は今後調査が必要きである。
10) ここでは D!仰 gdkar tshig mdzod chen mo (中国蔵学出版社， 2002年， pp. 781b-782a)から
の掲載文を不完全ながら試訳した。諸賢の御教示を賜りたい。
「ドメのチョネ領主の腐下にあるトゥウージ、ュ地方のチェダクヨーサあるいはラプポといわ
れる所で父キャプブムと母ケルサンメン二人の息子として第11ラプジュンの木兎(1675)年
に誕生した。 7歳でティチェンの比忌ダクパのもとから文字，書写，読議の学習を開始した0
9歳でその尊者のもとで出家した。それから数年の関，法行等の暗記をなさった。医者のタ
クリ比丘のもとから医術舎を聞いて修学したことにより，病を治療する行いを幾分成就した。
21歳でや央[チベット]にお往きになった。 22歳でセラ・メのトゥサムリン学堂で仏法を修
学なさった。尊者タシペルサン・ゲゲンに仕えて五部大議合間忍なさった。 31歳でラサの大
誓願祭において試問を受けることにより称号を受けようと考えたが，中央で争乱が生じたの
で摂政[サンギェーギャムツォ]が亡くなられた。その年の 8月に宗派に属さない倦衆2万
余り程度を集めた続時の大誓願祭の地において，殺教師ツルテイム・リンチェンの御言葉通
り称号を受けられた。尊者自身，ツァンのタシフンボにお往きになりパンチェン・ロサ ノ
阿関仏に関するチョネ・ダクパシェードウプの信仰と笑銭 23 
f荘厳』は，彼自身の著作『勝者間関の国土を見せるものーーかの最上国に往く階梯
(以下 f階梯j) と願文 f阿橋の最上国関門jを合纂した著作である。彼が〈向
閉経〉を要約した意図はその (cf後述 f著作の宣誓J) と奥書 (cf.注9)に言及
されるが，そこには勧請者の要請を承けて著述されるその経緯が示されるにすぎなし、。
そこで対になっている以下の本文中の一段落と，同著者の極楽浄土に関する著作の冒
頭を参照して，上記の点を再度確認したい。
• r荘厳j
r (6bl.ff.， r階梯j10bZ江)また，私たちのかの教主(釈迦牟尼]告身は，他の
仏国土の賞讃を数閤お説きになったが，特に極楽と阿閤の毘土の 2つについて，
広大に賞讃をなさったのは，この[裟婆]国土の人々の殆どがそこに生まれるこ
とができるなど勝れた自的(必要性)をご覧になってからであるし，他の仏国土
の或るものには生まれても，再び悪趣に戻りうることと，或るものには生まれる
ことはきわめて難しいのである。」
• r極楽国土の荘厳の話一ーその国土に往く階梯--J 11) 
¥ンイェーシェーのもとで具足戒を受けた。中央にお往きになってからガデンとデプンを含め
たものの[問答大会]において立宗したことにより，全員が驚きを生じた。 32歳になられた
折， ドメのチョネの寺に再びお往きなった。その機会にチョネの教主ゴシィ (Goshril管
長が当地の宮殿において御上 (gongma)に拝謁なさった折の命令のごとくに，管長は木午
(1714)年にその僧院に一つの顕教仏学院を新たに建てた。尊者自身年令が40になられた折，
その僧院のラマとなられた。年令46才で仏学院のラマが辞殺してから r1L道三要(出離心，
菩提心，正見)J (ゲルクi反常用仏典)等の論議ーの著述をなさった。芸事者彼自身は?経・真言
[1m密]の法統の渡代上締jと，引ツオンカパ著1r真言道次第議jの心髄姿義jと，江ゲ
jレク派の三大本尊}秘密集会・勝楽・金持1怖袋三尊のグル・ヨーガ普明[大日]儀軌の
綴，有情[世間]・器{世間]の規定1， [ツオンカパ著1菩提道次第論jの赤導の小広
論J，訂仏教]副大学派の見の規定J，その註疏を完成して;秘密集会の我生起の編， r勝楽
根本タントラの註，阿毘逮星雲{兵舎論の註 一一意選主義明 1，作良本中論の註疏 一一正
理海に入る骨合一…j等の著作11経函余りの御大作を著述なさった。年令57才になられ，第12
ラフ。ジユンの鉄亥 (1731)年に再びその傍院のJA主になられた。年令58::tで密教仏学院を建
ててラマと軌範締を兼任なさった。年令62才で講説，弁論，著作の 3つによって時を過ご、す
ようなさったはてに，年令75才，第13ラプジ、ユンの土巴 (1749)年に般j塁繋なさった。J
cf立!l1，石演，福留 [1995] p. 77， Tibetan Buddhist Resourse Center (TBRC恥source
Code : P1629)，望月 [2005]pp. 128-129 
11) [書名l
bDe ba can gyi zl附19bkod bη"od ta-Zh似gder bgrodμ'i them skαsー (緩楽国土の荘厳の話
一ーその国土に往く階梯一一)
[干日本所在}
・1チョネ会集J44， 1a-10~ p~ 112-116 
{奥書]
r (10a5) これもまたシャーキャのよと丘ダクパ・シェードゥプがi刺さをもってチョネ寺におい
て編纂した[。その}筆受者は，ターイ・ラ jレン・ロサン・ドンドゥプポ (Tayi la lung 
Blo bzang don grub po)です。J
{全体構成]
〈無量寿経〉やそれに基づくツオンカパの〈最上回関門〉による著作である。特に器栓 / 
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r (lb4.ff.)それも一般的に，仏柁世尊全てにおいて，かつて国土を浄める加行を
通じて成就した受用{身]変化[身]の浄土が2つずつ有ると説かれているが，
受馬身の国土においては春農は聖者の菩薩のみにより満たされたの以外，凡夫は
生じないし，それだけでなく，変化身の盟土の或るものにおいても各属は菩薩だ
け，或るものには凡夫が有るが， [そこに]生まれる国は成就しがたいし，或る
国土には生まれても再び悪趣への転落がありうるので，目的が成就しない。{他
方J極楽[浄土]と阿関[如来]の毘土に生まれる自は成就しやすいので，こ
の[裟婆世界の]国土の教化対象者が成就したなら，そこに生まれることをお考
えになって，教主[釈迦牟~]はこの 2 つの f盟土の荘厳の経i を別に広釈なさ
ったし， <大解脱経)にも「私が閑閑[如来]の世間と極楽世界はきわめて清浄
なのを見るならば， r苦jとL、う名もない。jと説かれている。特に経とダラニの
儀軌 (kalpa)の多くに利徳を述べた個所に f極楽に生まれる」と多く説かれて
¥関と有情世間を説く段は， (最上国際門〉の文言をゑけた「再録jといってよいほどである。
この著作では往生の殴(ツオンカパの〈最上国間内〉では仏隠念，積善，発心，Jl!l!向が往生
の西国とされる)を箆頭に設いている。内容的に近似しているのに記述の順序が異なるのは，
各々の原拠の反映であろう。その構造は以下のとおり。
題名(lal.f.)
0.1.阿弥陀仏に対する敬礼偶 (1bl.f.) 
0.2.著作目的(lb2.ff.)
0.3.序論 (1b4.f.) 
1.その関ニヒに生まれる図 (2a3.f.)
1.1.無長光1.をたびたび念じて名から嘱えること
1.2.多くの善根を積むこと
1.3.正覚に発心すること
1.4.積んだ善根をかの国土に生まれるために趨向すること
1.5.その国土に生まれたい意欲(信楽)により答願を立てること
1. 6. 国土の器[世間]・有情[世間}の功徳の荘厳~ r経 iこ説明されたように念ずる
こと
2.国土の讃 (2b4.f.)
2.1.器世間の功徳 (2b5.f.)
2.1.1.大地を美しくするもの 樹の功徳 (2b5.f.)
2.1.2.大地主ど美しくするもの一一水の功徳 (3b5.f.)
2.1.3.大地を美しくするもの一一蓬撃の功徳 (4a4.ff.)
2.1.4.大地を美しくするもの一一荘厳の楼閣と受尽の功徳 (4b2.ff.)
2.2.有情[世間]の功徳一一有情[世間]の国土を美しくするもの
2.2.1.共通の功徳 (5al.f.)
2.2.2.1. [特別の功徳]その国土の勝者の二種類の参属一一戸間と菩議 (6a2.f.)
2.2.2.2. 菩提樹の功徳 (7a4.f.) 
2.2.2.3. 罰土の正尊の功徳の一分ほとeを述べて主主の厚立を祈願する (7b6.f.)
3.国土の功徳と往生への信楽を修治した利徳 (9b1.f.)
4.槌楽往生に関する教証一一〈無量寿経><薬師経>(自傘菱仏母ダラニ>(普望号行願議〉
(9b5.f.) 
5.そこに生まれる方使または悶の誓願一一〈最上国間内>(普賢行際議>(lOa2.ff.) 
奥書(lOa5.f.)
f，ilJ悶仏に関するチョネ・ダクパシェードゥブの信仰と実践 25 
いるのである O よって『極楽器土の荘厳jの心髄をまとめて説明しよう。」
この記述から作者は，裟婆世界の住人は阿弥陀仏と阿隠仏の浄土には往生しやすく，
南仏以外の浄土に仮に往生しても再び悪趣に堕ちる点を共通点としている。開浄土の
うち阿弥陀仏の西方極楽浄土が東アジア漢諾仏教閣で特に注呂されるのに対し，著者
は東西の浄土を一組にして，両者を等しく重視している。彼は17-18世紀の人物であ
るが，純粋に経典に依拠しており，インド圏大乗仏教における 2つの浄土観が簡潔に
浮き彫りになっているのである。ちなみにチョネ・ダクパシェードゥプ以外にも，ツ
オンカパやギェルケンポ・タクパギェルツェン (1762-1836)が両浄土を対象とした
著述を行っている。さらにイェシェデも〈普賢行願讃〉釈においてすでに間浄土を一
組のものとして扱っている。
さてこの f荘厳jは， (阿関経〉を要約した稀少な顕教典籍であり，大部の原拠
(例.北京版約160頁)の要点を知るために非常に便利な著作でもある。要約の様式
としては原拠の構成に従った科文を立てており，内容と)1演序はほぼ一致するが，ヲ!用
はわずかであり，ほとんどは祖述的な取意である。各章の終わりには，内容をまとめ
た偶墳が置かれている。独自の評価や思索が見られるわけではない。
J，-)、下に， r荘厳jの全訳を示すが，翻訳にあたっては f階梯jの対応、笛所，さらに
両著の部分的な増減の筒所をも記した。さらに「著作目的Jv，こ出る 6項目を利用しな
がら，内容を考醸して科文をも付けた。その際， ( )をつけた見だしは私につけたも
の，っけない見だしは本文中の文言をいかしたものである。 注記においては原拠蔵訳と
漢訳(菩提流志訳)の出所を示した。実数の関係で先行研究には多く言及できなかった。
[試訳]r勝者問題の国土の荘厳j
(la， r階梯J1a) r勝者間関の国土の荘厳jがございます。
(lbl.f.， r併記 1bl.ff.)師に敬礼する O
(0.1.敬礼傷) (lbl.f.， r階梯J1bl.f.) 
(阿閑仏に対する敬礼偶)
究寛の法大な誓願により生じた希有な究覚の国土において，
清浄な究業の春属により四議され， [障の]新・[智の]証を最高に成就した
究寛の養逝悶悶如来に対して，究寛の尊敬をもって礼拝する。
究覚の最高の妙喜聞こ仁に，究寛の大悲により導いてください。
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J、うしや 、
方使・智恵、の風車12)により近く導かれた，
[障の]断・[智の]証の東山の頂上より勝っている，
[世の]衆生の知界の閤を永久に徐く，
牟f立王13) [である]論者の太楊に対して，敬って礼拝する O
(文殊菩躍に対する敬礼偶)
法大な勝者の智慧の謹全てを，
1つにまとめても，その知性の一分をも，
表示できない「大きな智恵の蔵Jといって，
広く知られた堅聞な翰[たる文殊菩薩]は，伺祭を授けてください。
(宗祖ツオンカパに対する敬礼借)
その者が五警[としての本来の文殊菩寵の姿]を捨ててこのチベット由に，
勝者の正法の意趣の通り，
如実に受持するために， [僧侶姿の変化身として]袈裟の舞により
遊戯したかの尊者ツオンカパに敬礼する。
(0.2.著作の宣審) (1 b4.f， r階梯J2a4.f.) 
昔， 1、子何関が清浄な究覚の誓顧によって摂取した妙喜国土の荘厳を，勝れた人に
より勧められたから，要約したものを私は書こう。
(0.3.著作の鋪喪) (1 b5.f， r階梯J2a6.f.) 
それについては，ここには，
1.世尊阿爵がかつて菩提行を学んだ時，発心して誓願をたてた仕方
2.浄土の成就[には，器・有情の2つO そのうち]の器[世間]の荘厳[一般]
3.有情[世賠]の功徳の一般
4. [功徳の]差別{としての第 1，]戸開の功徳
5. [功徳の差別としての第2，]菩薩の功徳
12) rlung gyi shing rtaは『蔵渓大辞典jによると，雲または潟とされている。〈普賢行額讃)
v.60の注釈では板楽世界に往生した者が，雲を変化して救済すると説かれるなど，雲は慈
悲による救済を連想させるものである (cf中御門 [2004])。
13) r牟尼王Jについて子封筒・独党・仏の三牟尼のうちの仏をいう o 入中論j1 1にも言及さ
れる。松下 [1983]注2には， r牟尼 (Muni)に毒事称の (Indra[主J>が付されているのは，
SOP [筆者註 f二諸分別論註jのこと] (0. 36aト2，P. 2b5ω7)によると，世尊以外に「牟尼」
と呼ばれる芦間 (sravaka)・独覚 (pratyekabuddha)とのニ者との区別を示すためであり，
直接には訪日来不思議秘密経 (Tathagatacintyaguhyanirdesa)(大正14)に基づくという。j
間関仏に関するチョネ・ダクパシェー ドゥプの信仰と笑践 27 
6.その国土に生まれる閤
なるものを， < [開閉]経〉にお説きになった通りの義をまとめて説明しよう O
(1.世尊阿闘がかつて菩提行を学んだ時)
(1.1.かつての菩提行，発心) (2a2.ff.， r階梯J2b3.f.) 
それも勝者陣閑がかつて「広日仏Jという者のもとで菩薩行を行ずる持， r阿関菩
薩」といわれる者になってから，効能の大きな発心により誓願をたてて 14) 国土の
荘厳を摂取したのである。その[広目]仏はここから東の方にちょうど一千の仏関土
[を超えたところ]に， r妙喜世界jという完全に清浄な仏国土が有る一一そこに出
現なさった 15)のであるが，そのような国土そのものが現在の阿閤[仏]の国土と相
続が同一 16)であると思われる。
(1.2.誓願のたて方) (2a4.f， r階梯J3al.f.) 
誓って誓願を立てた仕方は， <間関経〉に，
「大穂・世尊よ，私はこの制定された通りの菩薩の学処を学びたい。J17) 
などというのと，
ごまかし あざむき
f大詔・世尊よ，私はそれを証なく詰なく，誓書(三味耳s) と他に変わらな
い言葉により無上正覚に発心しよう。J18) 
などということにより，一切衆生に対して腫らないし，害心を為さない 19)等，頑
儲全てと混ざらない心により，
r[もしも]一切智者の境位を成就していないならば，私は正覚しない。J20) 
などの堅固な誓いにより誓願を多くたてつつ21)今後一切の主主において名号が
14) cf.香川[1993]p. 552ω553 
本作では広悶仏の国前での警いを餐願として理解する。しかし餐願に含めない見解もある。
15) P. Dzi. 3a5-6. D. Kha. 3a4-5，流忘p.102a20-22 
16) ツオンカパは『入中論の釈論・窓越善明J(dBu制adGongs pαrab gsαl) r第六現前主主jで
田辺の生のうち他生を議定する個所に， fPrasannapada (p. 86. 1. 4-7)の中でも，等無関縁
を否定するとき，芽の等無関縁が否定されているのでゐり，仏護もまた同様に認めているか
ら，ここ[プラーサンギカの見解]では， [心・心所に限らず]色においても等無関縁を認
める見解であるJ(cf.小川 [1988]p. 380，ツルティム，藤伸 [2002]p. 87)といって，大
乗教学のうち，唯心派では心やその連続性のみに実在性を認めるのに対して，中続熔謬論証
派ではそれ以外の物質的なものについても連続性を認めるとL、う。
17) P. Dzi. 3b2. D. Kha. 3a7，流志p.102a25 
18) P. Dzi. 3b6ω7. D. Kha. 3b3-4，流宏、p.102a28-29 
19) P. Dzi. 4al-2. D. Kha. 3b5叩6，流五士、p.102bト3
20) 原拠では「ーしたならば，諸仏(類語)を欺くとせよ」という文体が通常である (cf光
JI [1990] p. 266.佐藤 [1999]p. 876) 0 しかしここの形式はく無表寿経〉中の法裁菩穣の
誓願文に類似している。
21) r荘厳Jsmo 
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r~可閤j という者として生じる 22) 。
仏子の海の主である間関。
賢劫の幾千の菩薩たちの中，
あなたと等しい者は一人もいないし，
広大な国土においても得ることは稀である，
といって勝者自身が称讃したあなた以外の誰が[いょうか。誰もいなし、]，
というのが，発心し，誓顕をどのようにたてたかの笛所である。
(2.浄土の成就の[うち]器世間の荘戯[一般])
そのように誓願をたてた通りに円満に成就した国土が「妙喜jである。
(2.1.菩提樹) (2b4.f.， r階梯j3b5.f.) 
その国土の中央に，菩提樹一一七宝から成就してし倍。高さとして十万由旬，周閣
としては四万由旬あって，法音が生ずる等の功徳を具えたものーーのもとで[悶悶菩
薩は]等正覚なさった 23)。
2.2.その仏国土 (2b5.f， r階梯J4al.f.) 
その仏国土は大地の範菌は広く大きく，手のひらの如くに平らである。衣服は細綿
衣のように触れたならば心地よく，色は妙金色のように輝かしく，神のマニ宝珠によ
り飾られている。全てにわたって金色をしたコーテイ・ナユタの蓮華によりみごとに
荘厳されている O 量陀羅華 (mandarava) と大量柁羅筆の色々[なものがあり]，多
くの斡と腕と，瓦擦と普通の若と黒山 24)はないし，大地に足を置いたならばふんわ
りとして下がるし，足を上げたならばむくむくと上がる 25)。大地は，柔らかく， し
なやか等の功徳を具えている。
千万[コーティ]の清浄な誓願の閤の集穣から
生じた清浄な国土，
一切相の荘厳が最高に完成した妙喜[国土]こそは，
22) r荘厳Jr階梯j共に 'chagspaとあるが chagspaと読むor階梯jはこの夜後に i[無数
の]勝者の海のもとで発心なさったことにより，広大な誓願の海をたてたカにより，清浄国
土の海を摂取した。jを{寸す。
23) P. DzI. 26b6-27a3， D.Kha. 22t刈-23al，流志p.105a28-b4 
24) 黒山は〈供会論!3~主釈> (cf. D No. 4090， 146a7-bl)に説明がある。中インドから向かっ
て北のヒマラヤ方向にある険山。
25) P. Dzi. 27b4-7， D.Kha. 23b2-4，流志p.105b7-9 
j等協仏に泌するチョネ・ダクパシェー ドゥプの信仰と笑銭
他の多くの最上国土より，特に勝れている。
宝の菩提樹により美しく，
金のような清浄さ等，功徳が全く円満であり，
多くの幹，練などの過失を離れており，
きわめて清浄な最上国土をあなたは讃嘆なさった。
というのは，器[世間]の功徳、の差別を述べた他所である。
(3.脊槽[世間]の功徳の…般)
3.1.存情[世間の功徳 (3a3.f， r階梯j4b3.f.) 
29 
有i育[世間]の功徳、は，その仏国土には三悪趣と，開魔の世掲の種類と五濁などは
なく，そこに生まれた一切有情も全て十警の道に住する者のみである。そこでは有情
たちには法王[である]仏以外は，君主と奴僕の区別は何もなく，諸々の資具に執着
する我執もない 26)。さらにそこには苦がないので， )乳，担I十，粘液が集まった
[諸々の]病はないし 27)人々には忽の良くないこととと香の臭うこともなく，貧
欲などもきわめて小さい28)。彼ら衆生たちには，互いに殺す，縛る，段ること等は
全面的になくて，外教徒の種類もない。樹々には常に撃と果実が付いているし29)
3.2.人々の服 (3a5.f， r階梯J5a3.f.) 
人々の衣服は如意樹から生じた衣服一一良い香りと五色を具えてし、る。欲するもの
が自分の衣服になる 30)。
3.3.食物 (3bl.f. ， r時梯J5a4.f.) 
食物は自分の欲するどんなものも，その通りに面前に宝の器の中に生ずるし， [そ
の]色・香・味は神の食事のようである。食物を食べても人々に大使と小便と唾と渓
26) P. Dzi. 27a8-b3， D.Kha. 23a6叩b1，来志p.105b5ω7 
27) P. Dzi. 27b8-a1， D.Kha. 23b5-6，流志p.105b9寸O
(金光明経)r徐病品J(D. No. 556， Pa 259a1， r大正毅J16， No. 665， 448a-b)にこれらの
ま首長，減少が四1:3四病の原因とされている。また実寺 [1993]p. 49によると， i詮幸見 ftま起
絞釈 (D.No. 3995， Chi. 21b5-22a1)に， r風は病で;loり，大病であるjという教証に関し
て，風は厳密には病そのものではないが， )武 (vata)，胆汁 (pitta)，粘i液 (sle号man) とい
う三要素の不認和を意味する過失 (dosa)の1っとして，病気の鴎であることが説かれて
いる。
cf中JI[1989] pp. 27-28，中JI![1993] pp. 123-130 
28) P. Dzi. 28al-3， D.Kha. 23b6-7，流志p.105bll-12 
29) P. Dzi. 28a3-5， D.Kha. 23b7山24a2，流志p.105b13-14 
30) P. Dzi. 28a5-6， D.Kha. 24a2，流宏、p.105b14-18
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はない31)。
(3.4.精舎，水，風) (3b2.f， r~皆梯j 5a5.f.) 
彼ら人々が欲するならば，そこに七宝の鹿を具えた[諸々の]楼閣が生ずるであろ
うし，その楼簡には小さな池と，座上の綿の産具も[欲する]その通りに生じたもの
を楽しむ。それらの水も八功徳を具えている。それらも自分に従い，もしも欲する時
も従うことになるし，欲さない時も現れないことになる 32)。
j武は[暑からず，寒からず]程よいものだけが起こるし，その風からもきわめて芳
しい香りが生ずる。それも欲するなら起こるが，欲さなければ起こらない3)。
3.5.その仏国土の女性たち (3b4.江， r階梯J5b3.f.) 
その仏関土の女性たちは，美しく意に適った天女のような者ばかりである。女性の
過失全てを離れた者のみである。彼女たちは男と交合する身体が結生することがない。
もしも或る男が誰か女に対して食欲の心が生じたならば，その女性含ほんの一瞬見た
ことにより，その欲は静まって離食の禅定を得る。それ以後，貧欲の心は生じない。
彼[の男]を見た女一一彼女も妊婦となるし，母飴の男児または女児ができたのも，
神の安楽のように殊勝な安楽を経験するし，七日たった時から金の館から出るように
誕生する。母も第ニ禅の安楽のようなものを経験する 34)。子供が誕生しても不浄と
悪臭は全くなし、。もしも誰かが何か装錦品一一それを付けたいと望むならば，如意樹
からその通りに生ずる 35)。
(3.6.職業，遊戯) (4al.f.， r階梯J6a3.f.) 
さらに交易と農業を行う者たちはなくて 36) 遊戯も法悦による遊戯以外に，染汚
ある遊戯はない37)。
(3.7.音声，光明) (4al.f.， r階梯J6a4.f.) 
樹々からも意に適った最高の音声が生じて 38) 常に仏の光明により遍満される以
タト， 日月はないし閣もない 39)。
31) P. Dzi. 28bl-6， D.Kha. 24a4-7，流志p.105b19-20 
32) P. Dzi. 28b8-29a4， D.Kha. 24b2-5，流志p.105b20-22， 27-29， c13-15 
33) P. Dzi. 29a4-7， D.Kha. 24b5-7，流志p.105cl5-17 
34) 色界の第一禅は尋・伺と喜・楽"a:そなえている。第二禅は尋・何を捨てて，喜・楽をそな
えている。第三袴は喜を捨てて，楽を具えている。
35) P. Dzi. 29a8-30b2， D.Kha. 25al-26a1，流宏、p.105cl9-24 
36) P. Dzi. 31abシ5，D. Kha. 27al-2，流志 p.105c2←26 
商業活動等は仏道修行にとって好ましくないとされている (cfツルテイム，小谷 [1991]
pp. 150司 151，232-233)。
37) P. Dzi. 31abシ6，D. Kha. 27a2-3，流志 p.105c26-27 
38) P. Dzi. 31ab6-32a2， D.Kha. 27a3-6，流志p.105c27-29 
39) P. Dzi. 32a6-8， D.Kha. 27b2-4，流志 p.106a3-5 
阿隠仏tこ関するチョネ・ダクパシェー ドゥプの信仰と笑践 31 
(3.8.勝者の足跡，蓮華) (4a2.f， r階梯j6a5.f.) 40) 
かの勝者向閤自身が処々に来られた時，御足は大地 そこについて，そしてそこ
に金色をした千の花弁を持つ蓮華が生じる。蓮華はそれらの人がそこにあるよう欲す
るならばあるし，欲さなければ虚空に浮かんでいるだろう 41)。
(3.9.神々) (4a3.f， r階梯J6bl.f.) 
その毘土の人々は神々を見て，衿も人々を見る。彼らにおいて神と人の葦別以外に，
美しさと資具にはどんな差別もない。そこには金と銀と瑠璃から成就した宝の階段が，
三十三天の住処までに至るよう設寵されている一一そこにおいて神・人は上下に行く。
その時祢は人を願うが，人は神を顔わない等の功徳、を兵えている 42)。
悪趣等の過失により汚されていなくて，
国土の寝厳の功徳全てを円満させて，
神よりも勝れた人が
[円満な]兵足の飲宴に常に遊ぶのは，ああ，驚きである。
誓願は強力であり，輪廻・浬繋全体の主，
救い主のあなたが国土の[円満な]具足全てを
包損したものにより，現在のこの最高間土は
このように過失によって染まるのであろうか。
というのが， r国土の'情[世間]の功徳Jを一般的に示した箇所で、ある。
(4.差別[としての]芦間の功徳)
4.1.正等覚者間関[仏]の清浄な芦間のサンガ (4a6.f， r~普梯J 7a2.f.) 
正等覚者向関[仏]の清浄な戸開のサンガは無数であり，無量である。それも仏以
外に世間の算術家の誰も数えることができなし、。言い換えるなら f無量jといわれる
40) 階梯jは誤ってペチヤ 6aの後に 7bを.7aの後に 6bを富CIまして影印している。
41) P. Dzi. 32b6-33a7. D. Kha. 28a1-b1，流志 p.106a1ト20
42) P. Dzi. 33b4-34a7， D.Kha. 28b4ω29a6.流志 p.106c2-12 
三十三天の話はi英訳では第3寧，チベット訳では第2尊重に出るが，原拠には間関仏国土で
は人の資財が三十三天より勝れているから，天が人を羨むとされている (cf.佐藤 [2002]
p. 123)。また，仏道修行においては人身こそが有限具足の身でらり，天は却って好ましく
ない。神々さえも善趣として人身を願うという考えもらるかもしれない (cf.ツルティム，
E事件 [2005] pp. 146-147)。
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ものの数になる 43)。[声開の田向由来として]預流と一来などの名ほどはあるが，こ
の仏菌土の預流などと悶じではない4)。そこにおける芦間は凡夫よりも勝れた者が
多いが，彼ら悶羅漢の殆どが八解説を得ている必)。彼らが行乞することはない 46)。
(4.2.食事) (4b2.f， r措梯j7 a6.ff.) 47) 
食の時に至ったならば，鉢に賢れた諸々の食事は望み通りに主主じ，それも二，三口
ほどによって満足するで為ろう 480
(4.3. 田堕罪) (4b3.ff.， r階梯j7bl.f.) 
そこでは四堕罪は生じないので， [間関]仏も 49)lm堕罪と相応した法50)を説か
ず 5]) 最初から空性と相応した法を説く 52)。彼ら[声開]は利根の者のみであり，
出家の過患とされるものは彼らにはない。
(4.4.虚空間法) (4b4.f.， r階梯J7b3.f.) 
[阿関]仏が法を説く時，もしも[かの仏が]虚空に浮かんだならば，そこで神力
の為る[声開]，ない[声聞]両者とも虚空に浮かんで開法できる 53)。
(4.5.浬繋) (4b4.f， r階梯J7b4.ff.) 
彼ら戸開が浬繋したいと望む時，謹々の神変変幻を示して漫繋する 54)。
(4.6.阿羅漢) (4b5.f， r~皆梯j 7b5.ff.) 
煩悩の敵の集まり全てに勝って，
四神足を得た
阿羅漢は八解説に安住する。
無数の[彼ら阿羅漢]たちが仏国土全てを満たしている 55)。
43) P. Dzi. 34b8四35a4，D. Kha. 29b6-30a3，流志p.106bl-6
44) P. Dzi. 35b1山6，D. Kha. 30a6-b3，流志p.106b14叩 18
45) P. Dzi. 36a6， D.Kha. 31a2-3，流志p.106b27-28 
46) P. Dzi. 36a7“b2， D. Kha. 31a3-6 
47) r階梯jは誤ってペチャ 6aの後に 7bを， 7aの後に 6bを記置して影印している。
48) P. Dzi. 36b2-3， D.Kha. 31a6，流志 p.106cl7“18;光JlI[1990] p. 267には「それらの食事
は23の食事がととのえられるJとあるが，原拠には dedag zas kha ma / gnyis sam gsum 
tsam gyisなどとゐり，本著と一致する0
49) kyi kyangとあるが文脈から kyiskyangとする。
50) 声調の別解脱戒における白波羅夷や，それらからの遼浄の法であろうか。
51) P. Dzi. 36b4-6， D. Kha. 31a7-b1 
52) 原拠には山由説法がなされるという。なおく集学論)では銭根の初学者に最初から深い笠
性の法を説くことは，菩薩戒の根本堕罪と 1つとされている。
53) P. Dzi. 38a4子， D. Kha. 32b5-7，流志p.106cl9-21 
54) P. Dzi. 38a8-b7， D.Kha. 33al-6，武志p.106c22-24 
55) P. Dzi. 39a3， D.Kha. 33b2-3，流志p.106a28叩 bl
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不善の堕罪に入ることがないから，
堕罪の規定はそこにはない。
食事，衣服等も努力なく生じるから，
行乞せずに常に幸福・安楽に住する。
というのが，声間の功徳を述べた簡所である。
(5.菩麓の功徳)
(5.1.菩薩のサンガ) (5al.f.， r階梯J8a2丘)
33 
その国土には菩薩の春罵も無数であり，無量である 56)。彼らも海のような智慧と
詩才，虚空のような法界を了解し，証得したのは，スメール山のように高い。
5.2.仏の説法 (5al.f， r階梯j8a3.f.) 
そこで[阿閤]仏が説法するのは，賢劫の一切諸イムが説法することよりも広大であ
り57) それを受持する 58)のもその通りである。それだけでなく彼ら菩薩も他の仏国
土から他に行って開法するし，再び戻ってくる 59)。死去してからも欲するところの
仏国土それぞれに生まれる則。
(5.3.菩薩の特性) (5a3.ff.， 日皆梯J8a6.f.) 
彼らは[阿調の仏国土において]一生に61)賢劫の二千イムのもとで讃んだ揺諒より
も多く [功徳を]積むことができる 62)。
彼らは悪趣のようなものはもちろん，戸間[地]と独覚[地]にも退かずに，全て
無上正等覚菩提に決定した者のみである 63)。彼らに悪魔は妨害できず，無畏を獲得
し64) 安楽を具えた者だけである 65)。
56) P. Dzi. 39b7叩40a2，D. Kha. 34a5“7，流志p.107a17 
57) P. Dzi. 40a8叩b4，D. Kha. 34b←7，流宏、欠
58) P. Dzi. 40b4-4la1， D.Kha. 34b7-35a4，流志p.107a24-25 
de 'dzin par byed pa. r中辺分別論JV 9に説かれる十種法行では，大衆の法について書
写すること，供養すること，施すこと，聴聞すること，読請すること，受持すること，解説
すること，議論すること，思惟すること，修習することが挙げられている。ここでは菩薩の
行動として「受持するjと翻訳したが，主語を仏として「受持させるjと読むべきかもしれ
ない。'*拠にも仏の努願力により受持させるという記述があるからである。
59) P. Dzi. 41al-7， D.Kha. 35a4-b2，流志p.107a27-b1 
60) P. Dzi. 42al-2. DKha.36a2-3，来志p.107bll叩 14
61) 本文は rde dag gis tshe gcig lasJだが，原拠には ftshegcig laJ (P. Dzi. 42b4. D. Kha 
36b5) 
62) P. Dzi. 43a2-7， D.Kha. 37a2-6，流志p.107b28-c5 
63) P. Dzi. 44bl-2， D.Kha. 38a6，流志、p.108c7叩 10
64) P. Dzi. 43b3-6， D.Kha. 37b2イ，流志 p.108b2-4 
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5.4.菩薩衆の上首 (5a4.f， r階梯j8b3丘)
無数の菩薩彼らの中での上蓄は二人一一大香象菩羅といわれる者と，牛香象[菩
薩]66) といわれる者，二人である。
(5.5.間関仏の入滅と法の継承) (5a5.f， r~酎弟J A.8b5.f.) 
かの何関仏は寿命は百万大劫に往してから， [変化身として]浬繋の作法を示した
後に，大番象菩蕗がまさにその[伺閤の仏]国土自体において[金蓮華如来として]
正覚する 67)。仏の正法はそれほどの大劫の後にも往するであろうし 68) 大香象[菩
稜]の国土と春属等も悶簡の時の通りまさに過不足ないものになるであろう (cf.注
16) 69)。
5.6.阿関仏の名号を唱える (5bl.f.，fs菅梯j欠)
さらに再開の名号を唱えるならば，悪魔等の魔族によって侵害されず，業i濠が浄ま
ひょう
り，賓が起これば間関の名号から唱えて，強く祈願……?の力によって退けるであ
ろう，と経典自体に説明される 70)。
無垢，清浄の堅屈な発心により，
無量の衆生利益のために甲腎をまとって，
無量の菩陵行の海に遊戯し，
無数の菩薩の龍王の衆が称、讃した。
きわめて多くの他の仏国土の勝者のもとに，
何度も行かれて，蕃釈されたきわめて深い正法を，
聴聞できる仏子全ては，
[正定緊となって]確実に正等覚から退転しない。
とL、うのが，菩護の功徳を述べた箇所である。
65) P. Dzi. 44a6-8. D. Kha. 38a4-5 慈魔は他化自在天のことかと窓、われる0
66) P. Dzi. 52b3， D.Kha. 45b4， P. Dzi. 61a2， D.Kha. 53a4-5，定志 p.109a15 
67) P. Dzi. 52a2ωb5守D.Kha. 45a4宇b6
68) P. Dzi. 57b3-6. D. Kha. 50a4-6，流宏、 p.109bb1ト13，20ω21， cl2同16
69) P. Dzi. 52b5-53a2， D.Kha. 45b6叩46a3，流志p.109a17 -18 
70) P. Dzi. 75b4-76a5， D.Kha. 66a4山b5，流宏、 p.112a19四24
テキストの状態が悪く「強く祈願J以下，一部解説不能である。
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(6.その国土に生まれる菌)
6.1.その国土に生まれる因と往生71) (5b4.f， r階梯 9a4.fO
その国土に生まれる国は， r以前の間関菩薩が菩提のために行を行ったその通りに
行じようJと思って，誓願をたてるならばそこに生まれる 72)。さらに自らが六波羅
蜜を行ったその養等，およそなしたそれらの善全てを，阿閤の仏国土に生まれ，有情
利益をなしてから，iムを得ょうと誓い，理向するならば，そこに生まれる 73)。さら
に国土の功徳を念ずるのと 74) 阿簡のお顔を見たいと欲するのと 75) 彼に対して共
にいたいと欲するのと，仏の春属の数と功揺を念ずるのと，間関の名号から鳴えて敬
礼するのと，造像するのと，供養する等と，ニ人の[仏の]長子の名号から唱えて，
そこに生まれる誓願をたてるのと，他者にもそのように行うよう勧めるならば，そこ
に生まれる (cf注4.5)。要約すれば「その国土に主主まれてから一切有情を鏡益しよ
うJと思うならば，そこに生まれることになる。[それらが]因の主要なものでおる。
その国土に生まれたいと欲する彼らが死ぬ時，間関イム， [その]サンガ、の衆を髄念
し，菩顧するならば，彼ら[仏菩薩]も彼のもとに赴いて見るであろうし，心が悦び
ながら臨終を迎えてから，その国土に生まれるであろうと説かれた (cf.注4)。さら
に f阿関の国土の荘厳[経]Jから出ている義の中心を前に述べたそれらを自らが知
って理解して受持し，他の者たちをその方軌に入らせるならば，何関仏は[彼らのこ
とを]お考えになるであろうし， [彼らは]その国土に生まれる 76)。
6.2.その悶が生じること (6a4.ff.， r階梯JlOa2.fO 
そのように行う思が生じることは，かの仏自身の威力と以前の誓願の力を除いて他
には生じないと説明されている。毘土の荘厳の差別を述べたそれらを自らが知って受
持し，他者に示すことに関する無量の利認をお説きになった77)のも知るべきである。
そこに生まれる少し広汎な誓願は，自分が傍らに述べ終わったごとく 78) というの
が，その国土自体に生まれる因を述べた笛所て網ある。
71) P. Dzi. 58a7， D.Kha. 50b6，流志 p.109c23から 8牽が始まる。ここの科文は例えば P.Dzi 
58b3-4， D.Kha. 51a3，流志p.110a2に見られる 6主主の定型勾である。
72) P. Dzi. 58a8-b3， D.Kha. 50b8-51a2，流志 p.109c24-28 
73) P. Dzi. 58b4-59b2， D.51a3-b7，流志pp.109c28-110a4 
1w-拠に本文中の「衆生利益をなして仏を得るよう餐い」はない。
74) P. Dzi. 61b3-62a3， D.Kha. 53b4-54a4，流志 p.110a21“b5，あるいは P.Dzi. 62a6マ， D. 
Kha.54a6マあたりか。
75) P. Dzi. 63a8-b2， D.Kha. 55a7-bl，流志p.110b11-14あたりか。
76) P. Dzi. 66bl-67a1， D.Kha. 58a3-b2，流志p.10 
77) P. DzI. 72b4-75b4， D.Kha. 63b4-66a5，流志向 111cl5-112a19あたりか。
78) 階梯jのIE[後に収録された懇願文 rsn1悶の最上回関門jのことかと思われる。
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(実賎の仕方) (6a6丘， r措梯jlOa5.ff.) 
[専注した]一境なる尊敬する意により，その者の名号を受持，供養，讃嘆，祈願
すること，およそそこに生まれる因の集まりが，何であるかを説明したことを，修行
することが重要である。{国の集まりの中から唯一つ，J間関勝者の名号ほどを受持す
るならば，悪趣から脱し，最上のその妙喜国土に生まれることができるであろう[。
それ]なら，誰かが闘の集まりをこのように修行ト成就]したならば，もちろんで
ある。
(東西の浄土への釈尊の称欝) (6bl.ff.， r階梯jlOb2.f.) 
また，私たちのかの教主[釈迦牟尼]自身は，他の仏国土の称、議を数閤お説きにな
ったが，特に板楽と阿関の国土の 2つについて，広大に賞讃をなさったのは，この
[裟婆]国土の人々の殆どがそこに生まれることができるなど勝れた目的(必要性)
をご覧になってからであるし，他の仏国土の或るものには生まれても，再び悪趣に戻
りうることと，或るものには生まれることはきわめて難しいのである。
この 2つの国土に対する称、讃の仕方は79)，(大解脱経〉に，
「私が阿関世界と，極楽世界がきわめて清浄なのを見るならば， r苦Jという名も
ない。J
などと多くの経部にも称、讃されており，特に f宝積[部第6会の肉閤閤土荘厳J
に詳細にお説きになったのは上に述べ終わったが，誓顕自体を例示ほど述べよう。
(七支供養と議顛) (6b4.f， r措梯i欠)
それもこのように一一
東方の一千の仏国土[を超えたところ]から，仏子(菩薩)たちを伴った養逝間関
勝者は，春属を伴い暗礁のない神力によりここに来て，誓願を成就する証人となって
ください。以前，あらゆる世間の最高の導師，広百仏といわれる勝者のもとで，誓っ
て誓願した通り完成した，世尊師関に敬礼する。あらゆる供養の集まりを献上する。
罪・堕罪を偶々に告白(織悔)する。善に随喜し，法輪を転じるよう勧誘する。無数
79) 階梯iは「称、讃の仕方は，他の経典にお説きになったものも見られるが，例示ほどは~
(以下〈大解脱経〉の河文言1mのみ)Jとある。〈大解脱経〉の言問に続く f荘厳』の増広部
分は，阿僚の最上国関門J(Mi 'khrugsμ'i zhi時間chogsgo 'byed)，チョネ全集j41， 
llb4寸3b4である。〈大解脱経〉は漢文からの重訳とされるが詳繍は不明。正式名称は 'Phags
pa thαrpαchen po phyogs Sl rgyas pa 'gyod tshangs kyis sdig sby仰 IgSte sangsγ"lfyas Sl grub par 
打開mpar bkod pa zhes byιba theg pa chen po'i mdo，引用箇所はP.大谷No.930， Zu. 254al-2， 
D東北No.264， 'A.232b6である。
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劫にわたり永い問，堅盟に[安泰に]屠られますように。これにより例証される養を
大菩提に廼向する。
自他が三世において積んだ諸善根を一方に集めた威力に依って，自分が臨終に藍面
した時，海のような各属が由競した中央に撞々として居られる，知来・応、供・正等
覚者・間関仏を現前に見ますように。見るやいなや，仏子を伴った勝者を対象とする
強力な信が生じた力によって，死去して，妙喜仏関土に生まれますように。生まれる
やいなや，ダラニと詩才と神通と菩提心等の功認の集まり全て 80)を現実化して，勝
者間関等の仏子を伴った十方の諸仏全ての御心を喜ばせてから，彼らが説いた妙法全
てを開き，受持しますように。その時，如来阿間の[仏]子である長子大香象菩薩等
のどんな行であれ，そうした大波議行会てを完全に成就できますように。さらにあら
ゆる生において勝者間関が，以前，広日仏のもとで誓願をたててから究寛なさったそ
の通りに私も成就しますように。私がそこで正覚するところの仏国土においては，悪
趣という名もいわれず，きわめて、清浄であり，春属の円満のみの全てから生じたもの
等，有情[世間]・器[世間]の大円語[である]妙喜国土のような[ところ]にお
いて，現等覚しますように。いつか死の兆しが見えた時，海のような春属の集いを伴
った蕃逝阿閤を現前に見て，強力な信の力によって，死去し，妙喜国土に生まれます
ように。生まれるやいなや，ダラニと静才と神通等，無数の功徳の集まりによって
[自己の心身の}相続が富み， [仏]子を伴った善逝を喜ばせてから，勝者のあらゆ
る妙法を受持しますように。間関勝者の最高の長子，大香象菩露等のどんな[大]波
j議行であれ，そうした全てを完全に成就しますように。かつて阿器菩露は仏の御前に
おける醤いを究寛させて，浄土において現等覚したそのような最上の国土において，
仏となりますように。
[さらに]rシャーキャ[族]の王，導蹄時間，無能勝(弥勤)，文殊，秘密主(大
勢宝)，観自在J81)とも述べるべきである。
80) r荘厳jは印刷不鮮明であるが，一応 rma lus paJとするor階梯jに対応諾匂はなし。
81) ツオンカパ著の極楽願文〈最上国関門〉の末尾 (cf.P大谷NQ6071， GL 101b7-&小野田
[1981] p. 155，梶i笈 [2003]p. 398)の文言を承ける。そこには， rシャー キャ[族]のミE，
導締無量光，無能勝，文殊，秘密主，観8在，毛筆属をともった善逝よ，縁起の欺かない諦に
よりこれら謬顔が速やかに成就しますようにJとあり，本作は「導的無量光jを f導師何
関Jに置きかえている。ここに挙げられる警護はし、わゆる「八大菩薩jに含まれるが，八大
菩薩は緩楽願文〈最上国防門〉では中有から極楽浄土に導くよう祈願される対象であり
(Ga.97bl-2)，さらにそこでは阿悶比丘，文殊蹄利，鋭自在，秘密主は，釈迦牟尼，薬師
如来，無最美子仏と共にそうなるべきg擦として祈願されている。特に悶悶の箇所 (Ga
97b4山6)では，間協は出家や持戒を成就して大正覚を得た存在とされている。
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(結びの悟煩) (7b5.f， r階梯Jllal.ff.) 
? 、 ???
底・辺際の分からない大きな海の中央，
宝のインドラの絹の山のごとく，
多様な各寓衆の中央に，その身が
埠々と明らかなる勝者間関よ，
誰かが尊敬をもって，この方向において，
病気と再じく一一あなたの間土の荘厳された仕方を，
道理に合うよう述べた人が，
欲さないこと全てから解説するようにして下さい。
きわめて賢妙な勝者の王，あなたは，
きわめて悪い苦の海から済度した，
きわめて堅田な無上菩提の安楽の地に，
きわめて多くの有情全てをも引導して下さい。
この方軌において如理に三門[すなわち身語意の業]の努力から，
浄自の多麓のものを獲持したそれも，
生じ，生じて有暇の依処[の身]を獲得してから，
きわめて速やかに仏[の位]を得るために廼向する。
庭養 (8a2.f， rl奇梯Jcf.注9)
勝者阿関の国土の功徳を要約して述べたこれは，長老ギエlレツェンペルサンポが勧
請した折に，シャーキャの僧侶シェードゥプとL、う名をもっ者が，チョネ寺において
著述したし]刊行筆記者82)は比丘ガクワン・タシ (Ngagdbang bkra shis)である。
吉祥たれ!
82) par yig pa，またはparyi ge paとある。先に著作されていた『階梯jと f問問の最上宙開
門j苦ど編纂してこの?荘厳jを著作し刊行するにあたっての筆記者という意味であろうか。
間関仏に隠するチョネ・ダクパシェードウプの信仰と実践
[1'寸録:チョネ・ダクパシェードゥプの浄土教関連典籍]
需弥柁仏関係
39 
• r極楽国土の荘厳の話一ーその盟土に往く階梯 (bDeba c仰が訪れ19bkod 
brjod pa-Zhing der bgrod pa'i them skas-)， rチョネ全集j44， A Zhing bkod， 1a -10a， 
pp.112“116 
・1甚深道ポワの口訣類J(Zab lam 'pho ba'i 11仰 ngaggi skor) ， rチョネ全集j37， 
Kha. 1a-6a， pp. 57-59 
・1資趨回と関係する精髄の実践一一後楽に往く養き道一-J (Tshogs zhiηgd仰 g
'brel ba'i s叩初gpo'i nyams len-bDe ba caη du 'gro ba'i lam bZa1な一)， rチョネ全集j
43， Kha. 1a-5b， pp. 99-101 
・H無量]寿の儀軌一一無死の吉祥を与えるもの--J(Tshe cho ga一'Chimed dPal 
ster-)， rチョネ全集J37， Kha (tshe). 1a-24a， pp. 25-36 
• r寿命丸の成就と寿命i蓮頂の作法一一無死吉祥の施与一-J(Tshe ril sgrub pa dang 
tshe db仰 :gbskur tshulー 'Chimed dpal ster-)， rチョネ全集J37， Kha Ctshe sgrub). 
1aω6a， pp. 37司 39
・f寿命丸を成就する作法一一無死の吉祥の施与一-j (Tsheバlbsgrub tshul-'Chi 
1Iled dPal s byiη…)， rチョネ全集J37， Kha (tshe dbang). 1a時2b，p. 40 
• r文殊から尊者リンポチェなどに伝承された文殊流の無量寿五尊の認可J(']am 
dbyangs叩 srブeriηpo che sogs la brgyud pa'i 'jam lugs tshe dPag lha lnga'iη・'esgnang)， 
fチョネ全集J44， Kha (A tshe dbang). 1呂町8a，pp. 80-83 
間関仏関係
F勝者間関の閤土を見せるもの一最上回に往く階梯の題名のもとには，同著作
と関係する他の4つの著作が含まれている。この『階梯』全体に対する開版時の抜文
にも， rかの主[悶悶仏]が国土の荘厳を摂取したのを経に出ているのを養釈したも
のと，その盟土に主主まれる巧みな方便[である]誓願の仕方と，遷移の導き，髪の儀
軌，見の要約[である]これは-J (29a3-5) といって 5つの著作が lつにまとめ
られている。そのうち，第 1の f措梯j以外の著作の概要は，以下のとおりである0
・f間関の最上国関門J(Mi'肋rugspa'i訪れtg1I1chog sgo 'byed)， rチョネ全集J41， 
11b2司 16b5，pp. 174-176 
題名自体がツオンカパの極楽願文〈最上回開門〉を強く意識したものと思われる。
帰敬掲の後，阿閤の浄土は多くの経に称讃されるし，特に f宝積経jに広説されたそ
の浄土の丹満具足とそこに生まれる国は多いので，本体である誓願文を提示する，と
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いれこの著作は f階梯J10a5に言及される「そこ(妙喜関)に生まれる誓願jのこ
とかと思われる。
誓麟文自体は，東方の浄土とそこの教主阿関仏の存荘一一彼が過去に広目仏のもと
で発心，修行して浄土が成就したことを明らかにしつつ誓願する。 F荘厳Jvこ引用さ
れた部分は，間弥陀仏の場合と関じく仏のかつての誓願，修行を述べ，それに倣って
自らも行えるように祈願する部分，仏による摂取， 51導により浄土に住生することを
祈願する部分までである。以降の仏道修行を〈菩提道次第〉の枠組みで捉えた部分な
どは，符説と捉えたためか省略されている。奥書きの後には， r階梯jと向じく{易額
形式の蹴文がある。
• No Title， rチョネ全集J41， 16b6布団a8，p. 176寸77
「ポワのグjレ・ヨーガJに関する著である。グル・ヨーガは密教の本尊稔伽の一部
が独立し，チベットで密教の準備的修行として盛行した。本著は，ダライラマ 2世や
パンチェン 1没などが著した弥勅や金剛怖畏のグjレ・ヨーガなどと関係した遷移
('pho ba) と同じく，陶器のグル・ヨーガに結びつけた遷移も適切なものとし，
1)自己の修治， 2)掛け方からなっており， r荘厳iと f間関の最上回関門jの支
分として著作された。
第Iの自己の修治では，自己の頭頂に悶器仏を本尊として生起させ，その種学の転
変した光から仏菩議を招き，礼拝，帰依，供養を行う。身体の紙管の上下，識のj潟を
競想、し，遷移が修まるよう祈願する。仏の心臓から光が自己の頭漢を通じて心織に入
ることを観想、する。第2の掛け方は，臨終宥犠であり，前述の祈願の後，妙喜国への
往生を願い，識が党浄穴から出て仏の心臓に洛け，浄土に往生するよう観想する。
• No Title， rチョネ全集J41， 18a6-20b1， p. 177-178 
「生者の毛髪または亡者のための遺骨の儀軌」である。自己主r金剛問調として我生
起，関前生起を行う。その後で，浄化と加持を得てから，髪と骨において真言の念請
を行って罪とj濠を浄化し，悪趣から脱することを願う。この著作も「ポワのグル・
ヨーガJと間じく他の著作の支分であると思われる。
• No Title， rチョネ全集J41， 20b2-29a1， p. 178司 183
「見の導きの略論」でゐる。尊師ツオンカパのグル・ヨーガと関連した空観の指導
書であり，倍額形式で説かれている。まずツオンカパを観想し，グル・ヨーガを行う。
次に見の実践として， 1) [人・法]二無我の決択の仕方， 2) [空の三味から出た
後，]後得において護りそだてる仕方， 3)言説の設定の仕方という 3つから構成さ
れている。内容はツオンカパの中観説である(ただし人無我の決択を離一多の論証国
問問仏に関するチョネ・ダクパシェードゥプの信仰と笑銭 41 
から始めている点は特異である)。著者は他の著作にも同様な f見の導きJを付けて
いる。これは無自性空における業果への確信を導くものであるが，特にここでは，間
関の発心と成仏や国土の成就，イ言からの修行とその果に関して重要な支分とされるの
であろう。
以上これらの著作のきっかけについて，小品の 2つである，第3の著作の奥書きに
は勧請した人への言及がなく，第4の著作の奥書きには f他者に勧められた折にJと
だけある O しかし，その他の奥書きにはゲルツェン・ペルサンポ (rGyalmtshan 
dpal bzang po) の勧請にちなんだものとされている。この人はニンマにも詳しい長
老であったこと以外は未詳である。この連作全体の最後の政文には， rこれは，経・
タントラ一般と特に[ニンマの]九次第乗の要点を知る上座，持明者ゲルツェン・ベ
ルサンポが，自己が勝れた人の授記から妙喜閣に主主まれるしるしが降りてきたように，
そこに生まれる最上の方便を自らが修行し，他者にも増長させるために f間関の国土
の荘厳Jr誓願j(阿関の最上国関門)などを版に製造するとき，勧めたように，著作
した。Jとあり，これらの著作は間関に関する宗教体験がきっかけになって著された
ようである。
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{主な参考文献] (著者五十音順)
赤沼智義
• r仏教経典史論 (r赤沼智義論文集J3)，破塵濁書房， 1938年
凋本嘉之
• r問問仏国経試訳一一附，問問仏に言及する経典一覧表-J<r東洋大学大学院紀関 16，
1979年)
小JII-采
• r空性思想、の研究JI，文栄堂， 1988年
小野邸俊蔵
・「ツオンカパ造?最上国関門j試訳一一切チベットに於ける本願思想受容一例として……」
(r仏教文化研究j27， 1981年)
香川孝雄
• r浄土教の成立史的研究J，UJ喜房仏書林， 1993年
梶演亮俊
• rチベットの浄土思想、の研究ふ永田文畠堂， 2003年
国際仏教学大学院大学附属図書銭
• r大蔵経対照包録証 大正蔵・敦健出土仏典対照図録j第2版， 2006王手
佐藤直実
• r蔵i英訳?阿関仏国経j比較研究(1)…ー第 2主主を中心として J (r~nJ'lt学仏教学研
究J46叩 1，1997年)
・日間関仏国経jと女性J(r仏教史学研究 41-1，1998年)
・「蔵i英訳 f問問仏国経j比較研究 (2)一一第 1章を中心として J (r印度学仏教学研
究j47-2， 1999年)
• r何関1L、国経jチベット語訳資料についてJ(f日本仏教学会年報 66，2001年)
• r蔵i英訳?間関仏国経j比較研究 (3)…ー第3主主を中心として一一J(r~n疫学仏教学研
究 50-2，2002年)
• Bodhisattva and Sravaka in Aksobhya Buddhaland， Jourηα1 of lndiαn and Buddhist Studies， 
Vol. 51-1， 2002 
・SomeAspects of the Cult of Aksobhya in Mah呈yanaScriptures， JOllrnα1 of lndiαηαnd Bllddhist 
Studies， Vol. 52-2， 2004 
・f間関仏恩土の声聞と菩露の修行J(f稜智段大学研究紀姿j 5，2004年)
• Entering Parinirval)a in Ak号obhya'sBuddha field， Joumal of lndianαnd Buddhist Stlldies， Vol‘ 
53-2. 2005 
• r間関イム信仰の諸招J(r日本仏教学会年報J70， 2005年)
・「大乗絞典に引用される降雨仏信仰の役割J(r綴宮本宏博士還暦=記念論文集 マンダラの諸
相と文化J，法裁館， 2005年)
• r阿羅漢による殺浬繋の様相一一禅定と神通力一一J(r仏教史学研究J48-2， 2006年)
• rアクショーブヤの誓願の特性J<r四天王寺霞際仏教大学紀要 41，2006年)
ツルテイム・ケサン，小谷信千代
• r仏教磁{加行思想の研究J.文栄堂， 1991年
ツルテイム・ケサン，藤f中孝司
問問仏に関するチョネ・ダクパシェードゥプの信仰と笑銭
• rツオンカパ中観哲学の研究JV，文栄笈， 2002年
:i'l.J11武蔵，石渓裕美子，福岡洋一
・5西蔵仏教宗義仏教J7，東洋文庫， 1995年
長尾佳代子
43 
• r間関仏国経jの女性の記述の背景となった常識について一一王女宝をめぐる記述一一」
<rパーリ学仏教文化学 9，1996年)
中川和也
• r大乗浸繋経とアーユlレ・ヴェーダJ(r仏教学J26， 1989年)
T・クロフォード著(中JI訳)
• rチベットの精神医学J，春秋社， 1993年
中御門敬教
• r往生後議孜J(ri高橋弘次先生古稀記念論集 浄土学仏教学論議山喜房仏書林， 2004王手)
蓬i暴成浮
• r1.ム説問問仏国経J(r国訳一切経J3s:穣部7)，大東出版社， 1932年
松下了宗
• rジ、ユニャーナガルパのこ諦分別論 和訳研究(上) (f龍谷大学大学|淀紀要文学
研究科J，1983年)
光JI愛護
• r初期大乗と n汚濁仏国経j一一間関と阿弥陀仏の願文をめぐって…一J(f龍谷大学論集j
434・435合併号， 1990年)
室寺義仁
• rヴァスパンドゥによるアーラヤ議概念の受容とその応用」仔高野山大学論議 28，1993年)
望月i毎慧
• rチベット仏教におけるラムリム思想、の基盤に隠する研究(改訂増磁波)， 2005年
山口主主編
• r阿潟仏国経J(r仏教聖典J)，平楽寺妻鹿， 1974年(楼部建担当)
芳i湾良音
• r間関仏の浄土の起源、J(f印度学仏教学研究J7ヨ， 1959年)
• r間関仏と阿弥柁仏J<r~n度学仏教学研究J 10“2， 1962年)
頼富本宏
.察、教仏の研究j，法綾館， 1990年
